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故
藤
井
先
生
と
は
晩
年
七
、
八
年
間
と
く
に
開
国
百
年
記
念
文
化
事
業
会
の
関
係
で
御
懇
意
に
願
っ
た
。
そ
の
御
生
涯
を
回
顧
す
る
に
、

学
者
と
し
て
模
範
的
で
あ

っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
一
個
の
人
間
と
し
て
も
内
村
鑑
三
先
生
が
『
後
世
へ
の
最
大
遺
物
」
と
さ
れ
た
「
高
尚
な

勇
し
い
生
涯
」
を
送
ら
れ
、
ま
こ
と
に
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
。
我
々
も
及
ば
ず
な
が
ら
藤
井
先
生
の
あ
と
に
な
ら
い
学
者
と
し
て
の
ま
た

人
間
と
し
て
の
努
力
を
か
さ
ね
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

私
の
専
門
は
国
際
政
治
史
と
国
際
政
治
学
で
あ
り
、
そ
の
一
部
と
し
て
日
本
外
交
史
を
研
究
し
、
近
代
史
に
関
心
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

外
交
史
研
究
の
根
本
資
料
と
し
て
、
外
交
文
書
の
編
纂
が
急
務
で
あ
る
が
、
『
日
本
外
交
文
書
』
は
既
に
七
十
冊
ほ
ど
公
刊
し
、
今
後
も
継

続
し
、
大
正
昭
和
へ
と
進
む
こ
と
を
期
し
て
い
る
。

幕
末
維
新
史
に
関
し
て
は
、
昭
和
五
、
六
年
頃
か
ら
日
本
資
本
主
義
論
争
が
、
そ
の
研
究
を
学
界
の
正
面
に
押
出
し
、
論
争
は
戦
後
に
引

続
い
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
私
の
疑
問
は
、
歴
史
学
の
本
質
に
関
連
す
る
。
即
ち
歴
史
学
は
科
学
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

新
カ
ン
ト
学
派
以
来
、
歴
史
学
は
経
験
科
学
の
一
に
数
え
ら
れ
る
が
、
歴
史
学
は
哲
学
と
同
様
、
そ
の
学
問
対
象
は
漠
然
と
し
て
お
り
一
面

芸
術
と
の
類
似
性
さ
え
存
す
る
。
歴
史
学
の
前
提
と
さ
れ
る
「
史
観
」
は
、
要
す
る
に
二
大
別
し
て
、
理
想
的
・
観
念
的
史
観
と
実
利
的
・

実
証
的
史
観
と
な
る
が
、
維
新
史
の
見
方
に
お
い
て
も
、
唯
物
史
観
と
王
政
復
古
史
観
と
に
大
別
で
き
る
。
し
か
し
何
等
か
の
前
提
を
措
い

た
歴
史
学
で
は
純
粋
科
学
と
は
云
え
な
い
。
純
粋
経
験
科
学
と
応
用
科
学
と
は
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
私
は
社
会
科
学
の
多
く
は
政
策

論
で
あ
り
、
応
用
科
学
で
あ
る
と
考
え
る
。
純
粋
科
学
と
政
策
学
を
同
一
視
し
て
は
科
学
も
政
策
も
共
に
発
達
し
な
い
。
マ
ル
ク
ス
学
派
の

学
問
が
果
し
て
純
粋
な
経
験
科
学
で
あ
る
か
は
、
反
省
を
要
す
る
大
き
な
問
題
で
あ
ろ
う
。
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
学
問
体
系
は
革
命

的
戦
略
の
実
践
理
論
で
あ
り
、
も
と
よ
り
部
分
的
に
は
経
済
学
と
し
て
適
用
す
る
と
し
て
も
、
全
体
と
し
て
は
純
粋
経
験
科
学
と
な
し
得
な
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法
政
史
学

第
一
二
号

い
。
一
九
二
七
年
テ

l
ゼ
、
三
二
年
テ
l
ゼ
と
戦
略
の
変
更
に
従
い
そ
の
理
論
も
変
化
す
る
の
で
、
唯
物
史
観
に
基
づ
く
思
想
は
、
そ
の
本

質
か
ら
は
科
学
に
仮
託
さ
れ
た
一
個
の
政
策
論
と
い
え
る
。

歴
史
学
は
社
会
科
学
と
同
様
、
多
岐
に
分
化
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
経
験
科
学
の
分
野
で
は
綜
合
で
は
な
く
、
分
析
を
旨
と
す
る
の
で
な
け

れ
ば
真
に
科
学
的
客
観
的
な
認
識
は
成
立
た
な
い
。
唯
物
史
観
の
理
論
は
経
済
史
的
に
偏
し
て
お
り
、
政
治
、
経
済
、
法
律
、
宗
教
、
軍
事

は
笑
際
に
は
不
可
分
で
あ
る
が
、
学
問
的
に
は
分
割
し
な
い
と
認
識
で
き
な
い
。

幕
末
維
新
史
は
政
治
史
を
木
流
と
考
え
る
。
政
治
は
人
聞
社
会
の
一
切
の
闘
争
の
集
中
的
表
現
で
あ
る
。
従
来
の
歴
史
学
で
は
国
内
政
治

と
国
際
政
治
両
者
の
区
別
が
判
然
と
せ
ず
、
今
日
ま
で
主
と
し
て
国
内
政
治
面
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
。
国
内
現
象
で
あ
る
と
同
時
に
、
国

際
的
現
象
の
一
つ
の
場
と
し
て
観
察
し
な
け
れ
ば
そ
の
莫
相
は
杷
握
で
き
な
い
。
幕
末
維
新
後
の
発
展
の
分
析
に
は
外
交
史
的
研
究
が
肝
要

で
あ
る
が
、
そ
の
研
究
資
料
と
し
て
は
、
東
大
史
料
編
纂
所
の
大
日
本
古
文
書
『
幕
末
外
国
関
係
文
書
』
が
三
十
冊
ほ
ど
刊
行
さ
れ
て
い
る

他
、
外
務
省
の
『
日
本
外
交
文
書
』
は
慶
応
三
年
十
月
十
四
日
の
犬
政
奉
還
か
ら
現
在
は
明
治
三
十
七
、
八
年
日
露
戦
争
当
時
の
分
ま
で
公

刊
さ
れ
て
い
る
。
外
交
史
は
日
本
に
関
す
る
限
り
幼
稚
未
発
達
の
状
態
に
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
史
料
非
公
開
と
い
う
制
約
が
あ
っ
た
。
日
本

国
際
政
治
学
会
発
行
の
季
刊
『
国
際
政
治
』
の
う
ち
「
日
本
外
交
史
研
究
」
は
明
治
時
代
、
大
正
時
代
と
出
て
い
る
が
、
な
お
満
足
す
べ
き

も
の
で
な
い
。

日
本
の
幕
末
以
降
、
近
代
史
は
近
代
欧
米
諸
国
と
較
べ
て
、
決
し
て
そ
の
価
値
は
異
ら
な
い
。
こ
こ
に
近
代
国
際
政
治
史
を
提
唱
す
る
所

以
が
あ
る
。
欧
米
同
様
の
発
展
、
隆
盛
、
行
詰
り
、
崩
壊
の
経
過
は
日
本
の
近
代
社
会
の
歴
史
も
実
に
典
型
的
に
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
日
本
の
み
の
特
殊
現
象
で
は
な
く
一
面
世
界
に
普
遍
的
な
も
の
と
絡
み
合
う
。
こ
の
普
遍
特
殊
両
市
の
追
及
こ
そ
歴
史
の
重
点

だ
あ
り
、
ま
た
こ
れ
は
私
の
四
千
年
来
、
近
代
国
際
政
治
史
研
究
の
結
論
で
も
あ
る
。
よ
っ
て
私
は
日
本
近
代
百
年
の
外
交
史
を
、
そ
の
観

点
に
立
っ
て
試
み
に
著
述
し
た
。
こ
れ
が
「
近
代
国
際
政
治
史
に
お
け
る
日
本
」
と
題
す
る
論
文
で
あ
る
。
（
「
日
本
外
交
史
研
究
」
明
治
時

代
所
収
昭
位
）

日
本
の
近
代
的
発
展
を
可
能
な
ら
し
め
た
条
件
と
し
て
は
地
政
学
的
、
歴
史
的
、
民
族
的
、
国
際
政
治
史
的
諸
与
件
が
あ
り
、
朝
鮮
、
シ

ナ
に
比
べ
て
日
本
が
異
な
っ
た
道
を
辿
っ
た
の
は
、
決
し
て
幕
末
に
お
い
て
、
故
服
部
之
給料
氏
の
い
っ
た
「
厳
密
な
意
味
で
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ

ク
チ
ェ
ア
」
が
存
し
た
か
否
か
と
い
う
問
題
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
私
は
国
際
政
治
史
的
現
象
か
ら

J
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国
と
対
照
し
て
、
ペ
リ
l
開
港
以
来
、
日
本
の
敗
北
に
至
る
ま
で
を
次
の
よ
う
に
七
期
に
分
け
た
。

第

一

期

幕

末

開

国

時

代

l
l民
族
主
義
盛
行
時
代
（
嘉
永
五
年
｜
｜
慶
応
三
年
）

第
二
期
民
族
国
家
建
設
時
代
l
i
帝
国
主
義
再
開
時
代
（
明
治
元
年
1

1
明
治
二
七
年
）

第
三
期
帝
国
国
家
発
足
時
代

l
l欧
州
大
勢
転
換
時
代
（
明
治
二
八
年
1
1
1
明
治
三
七
年
）

第
四
期
帝
国
国
家
発
展
時
代

l
l第
一
次
世
界
大
戦
時
代
（
明
治
三
八
年
｜
｜
大
正
十
一
年
）

第
五
期
帝
国
国
家
行
詰
時
代

l
l国
際

連

盟

時

代

（

大

正

十

二

年

1

l
昭
和
五
年
）

第

六

期

行

詰

打

開

時

代

l
lヴ
ヱ
ル
サ
イ
ユ
体
制
崩
壊
時
代
（
昭
和
六
年
ー
ー
昭
和
十
三
年
）

第
七
期
帝
国
国
家
破
局
時
代
｜
｜
第
二
次
世
界
大
戦
時
代
（
昭
和
十
四
年

l
l昭
和
二
十
年
）

遠
山
茂
樹
氏
は
著
書
『
明
治
維
新
』
に
お
い
て
、
明
治
維
新
史
の
研
究
の
み
で
な
く
、
そ
の
後
の
発
展
の
統
一
的
把
握
を
要
望
さ
れ
て
い

る
が
、
ま
こ
と
に
ペ
リ

i
来
航
か
ら
日
本
の
無
条
件
降
伏
に
至
る
歴
史
的
過
程
の
全
体
か
ら
日
本
の
特
殊
性
の
実
態
を
究
明
す
る
こ
と
が
必

要
で
、
こ
れ
が
外
交
史
家
の
責
務
で
も
あ
る
。
歴
史
的
真
実
を
追
究
せ
ね
ば
真
の
学
問
は
な
く
、
日
本
の
海
外
発
展
も
ま
た
期
し
得
な
い
の

で
あ
る
。

法
政
大
学
史
学
会
で
は
、
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日
、
法
政
大
学
第
一
講
堂
に
お
い
て
故
藤
井
甚
太
郎
教
授
追
悼

の
公
開
講
演
会
を
開
催
し
、
凍
京
大
学
名
誉
教
授
神
川
彦
松
博
士
と
名
古
屋
大
学
教
授
大
久
保
利
謙
氏
に
、
夫
々
故
教
授
の

開
拓
さ
れ
た
明
治
維
新
史
の
分
野
に
関
連
す
る
御
講
演
を
願

勺
た
。
こ
〉
に
掲
げ
た
の
は
神
川
先
生
の
御
講
演
要
旨
で
あ

り
、
意
を
尽
さ
な
い
所
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
筆
記
者
が
そ
の
責
を
負
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
な
お
次
に
続
く
大
久
保
先
生
の

論
文
は
、
系
統
表
と
共
に
御
講
演
草
稿
に
加
筆
補
正
を
賜
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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